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Ⅰ 調査の概要 

 

◆ 調 査 目 的 ： 本調査は、一橋大学が令和 5年 4月設置に向けて構想中の「一橋大

学大学院ソーシャル・データサイエンス研究科ソーシャル・データ

サイエンス専攻（仮称）」の学生確保の見通しを、大学外の公正な

第三者機関によりアンケートを用いて測ることを目的とする。 
  

◆ 調 査 期 間 ： 令和 3年 9月～令和 3年 10月 
  

◆ 調 査 対 象 ： 調査対象① 社会人と他大学生 

全国に在住する社会人と一橋大学在籍者以外の大学生を対象に、イ

ンターネット調査会社（株式会社クロス・マーケティング）協力の

もと、アンケートを実施した。調査対象者の選定条件は以下の通り

である。 

 調査会社に登録するモニターのうち、配信後期間内（1週間）に回答があっ

た者 18,890人の中から、 

年齢：18歳から 49歳 

最終学歴：大学卒もしくは大学院卒（卒業見込みを含む） 

現在の状況：在学中もしくは在職中 

以上の条件に適合した 11,693人のうち、一橋大学が設置構想中の大学院ソ

ーシャル・データサイエンス研究科ソーシャル・データサイエンス専攻（仮

称）を「受験したい」と回答した 2,000人を、本質問（Q12, Q13, Q14）の

回答対象とした。 

  

 調査対象② 一橋大学の学部生 

 2021年度現在、一橋大学に在籍している正規学部生 1～4年生

4,391人を回答対象とした。 
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◆ 調 査 方 法 ： ●調査対象① 社会人と他大学生 

モニターが調査会社に登録しているメールアドレスにアンケートを

配信。回答者はパソコンもしくはタブレットなどを使用して回答を

行った。 

  

 

 

●調査対象② 一橋大学の学部生 

一橋大学の学内ポートフォリオシステム「manaba」を使用し、学務

情報システム CELSの掲示板、及びメールで各学生にアンケート実

施を周知し、アンケートフォームの URLへ誘導。回答者はパソコン

もしくはタブレットなどを使用して回答を行った。 

  

◆ 調 査 内 容 ： ●調査対象① 社会人と他大学生 

アンケート質問項目は全 14問の選択式とし､主な質問内容は以下の

通りである（在学者の通う大学名をたずねた問 8については、集計

を省略する）。 

・回答者の基本情報について 

・一橋大学大学院ソーシャル・データサイエンス研究科ソーシャ

ル・データサイエンス専攻（仮称）への評価について 

・一橋大学大学院ソーシャル・データサイエンス研究科ソーシャ

ル・データサイエンス専攻（仮称）への受験意向及び入学意向に

ついて 

  

 ●調査対象② 一橋大学の学部生 

アンケート質問項目は全 11問の選択式とし､主な質問内容は以下の

通りである。 

・回答者の基本情報について 

・一橋大学大学院ソーシャル・データサイエンス研究科ソーシャ

ル・データサイエンス専攻（仮称）への評価について 

・一橋大学大学院ソーシャル・データサイエンス研究科ソーシャ

ル・データサイエンス専攻（仮称）への受験意向及び入学意向に

ついて 
  

◆ 有効回答件数 ： ●調査対象① 社会人と他大学生 18,890人 

●調査対象② 一橋大学の学部生 245人 
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Ⅱ 研究科に関する調査（社会人と他大学生） 

１ 全質問項目の集計結果 

※「構成比」（％）はいずれも、小数第二位を四捨五入。よって、合計はかならずしも 100％と一致しない。 

 

 3～9ページは、アンケートで回答を得た 18,890人の回答結果に基づく全質問項目の集

計結果である。 

 

問 1 あなたがお住まいの都道府県をお答えください。 

選択項目 回答数 構成比 選択項目 回答数 構成比 選択項目 回答数 構成比 

北海道 884 4.7% 石川県 129 0.7% 岡山県 263 1.4% 

青森県 198 1.0% 福井県 102 0.5% 広島県 374 2.0% 

岩手県 163 0.9% 山梨県 87 0.5% 山口県 134 0.7% 

宮城県 397 2.1% 長野県 247 1.3% 徳島県 99 0.5% 

秋田県 124 0.7% 岐阜県 269 1.4% 香川県 129 0.7% 

山形県 133 0.7% 静岡県 438 2.3% 愛媛県 126 0.7% 

福島県 221 1.2% 愛知県 1,189 6.3% 高知県 74 0.4% 

茨城県 327 1.7% 三重県 221 1.2% 福岡県 665 3.5% 

栃木県 228 1.2% 滋賀県 157 0.8% 佐賀県 58 0.3% 

群馬県 245 1.3% 京都府 438 2.3% 長崎県 139 0.7% 

埼玉県 1,184 6.3% 大阪府 1,452 7.7% 熊本県 183 1.0% 

千葉県 1,029 5.4% 兵庫県 830 4.4% 大分県 107 0.6% 

東京都 2,928 15.5% 奈良県 187 1.0% 宮崎県 84 0.4% 

神奈川県 1,655 8.8% 和歌山県 97 0.5% 鹿児島県 112 0.6% 

新潟県 315 1.7% 鳥取県 81 0.4% 沖縄県 141 0.7% 

富山県 164 0.9% 島根県 83 0.4% 合計 18,890 100.0% 

 

 

問 2 あなたの性別をお答えください。 

選択項目 回答数 構成比 

1 男性 11,081 58.7% 

2 女性 7,809 41.3% 

合計 18,890 100.0% 
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問 3 あなたの年齢をお答えください。 

選択項目 回答数 構成比 

1 １０代 256 1.4% 

2 ２０代 2,714 14.4% 

3 ３０代 5,153 27.3% 

4 ４０代 10,767 57.0% 

5 ５０代 0 0.0% 

6 ６０代以上 0 0.0% 

合計 18,890 100.0% 

問 4 あなたの現在の状況についてお教えください。 

選択項目 回答数 構成比 

1 大学１年生 198 1.0% 

2 大学２年生 238 1.3% 

3 大学３年生 261 1.4% 

4 大学４年生 366 1.9% 

5 大学院（前期）１年生 35 0.2% 

6 大学院（前期）２年生 38 0.2% 

7 大学院（後期）１～３年生 36 0.2% 

8 在職中 17,718 93.8% 

9 主婦 0 0.0% 

10 無職 0 0.0% 

11 その他 0 0.0% 

合計 18,890 100.0% 
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問 5～問 7は、問 4 で「8．在職中」と回答した 17,718人が回答対象である。 

問 5 あなたのお勤め先の業種をお教えください。 

選択項目 回答数 構成比 

1 農業 126 0.7% 

2 林業 34 0.2% 

3 漁業 29 0.2% 

4 鉱業 24 0.1% 

5 建設業 960 5.4% 

6 製造業 3,495 19.7% 

7 電気・ガス・熱供給・水道業 244 1.4% 

8 運輸・通信業 1,471 8.3% 

9 卸売・小売業、飲食店 2,022 11.4% 

10 金融・保険業 749 4.2% 

11 不動産業 380 2.1% 

12 サービス業 4,328 24.4% 

13 公務（他に分類されないもの） 1,250 7.1% 

14 その他 2,606 14.7% 

合計 11,693 100.0% 
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問 6 あなたのお勤め先での職種をお答えください。 

選択項目 回答数 構成比 

1 経営 470 2.7% 

2 経営企画 239 1.3% 

3 営業 1,852 10.5% 

4 事務 3,354 18.9% 

5 企画・開発 364 2.1% 

6 財務・経理 510 2.9% 

7 総務・人事 684 3.9% 

8 資材・購買 203 1.1% 

9 広報 67 0.4% 

10 販売 1,568 8.8% 

11 専門職 2,515 14.2% 

12 技術職 3,067 17.3% 

13 研究 220 1.2% 

14 クリエイティブ 331 1.9% 

15 教員 382 2.2% 

16 その他 1,892 10.7% 

合計 17,718 100.0% 

 

 

問 7 あなたの最終学歴をお答えください。 

選択項目 回答数 構成比 

1 中学卒業 470 2.7% 

2 高校卒業 6,727 38.0% 

3 大学卒業 9,177 51.8% 

4 大学院（修士）修了 1,074 6.1% 

5 大学院（博士）修了 270 1.5% 

合計 17,718 100.0% 
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問 9～問 11は、問 4で「1～7の大学または大学院へ在学中の者」及び問 4 で「8．在職中」と回答し、

問 7で「3～5の大学卒業または大学院修了」と回答した 11,693人が回答対象である。 

問 9 現在学生の方は在学中の、既卒の方は卒業された学部・研究科の学問分野についてお答えくださ

い。 

選択項目 回答数 構成比 選択項目 回答数 構成比 

1 文学 920 7.9% 18 食物・栄養学 228 1.9% 

2 語学・言語学 539 4.6% 19 農・水産学 231 2.0% 

3 史学・考古学 233 2.0% 20 福祉学 213 1.8% 

4 哲学・倫理学 57 0.5% 21 総合・環境・人間学 115 1.0% 

5 心理学 255 2.2% 22 芸術学 158 1.4% 

6 社会学 428 3.7% 23 スポーツ科学 46 0.4% 

7 国際関係学 208 1.8% 24 体育・健康・保健科学 60 0.5% 

8 経済学 1,302 11.1% 25 ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ学 47 0.4% 

9 経営学 689 5.9% 26 調理・製菓 16 0.1% 

10 商学・会計学 395 3.4% 27 旅行・観光・ﾎﾃﾙ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ 54 0.5% 

11 法・政治学 909 7.8% 28 美容・理容 22 0.2% 

12 教育学 339 2.9% 29 デザイン・写真 73 0.6% 

13 保育・児童学 201 1.7% 30 ファッション・和装 61 0.5% 

14 理学 424 3.6% 31 ｹﾞｰﾑ･ﾏﾙﾃｨﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 42 0.4% 

15 工学 1,308 11.2% 32 自動車・航空・宇宙 47 0.4% 

16 情報学 355 3.0% 33 建築・土木・インテリア 225 1.9% 

17 医・歯・薬・看護・保健学 765 6.5% 34 その他 728 6.2% 

合計 11,693 100.0% 

問 10 あなたは一橋大学大学院ソーシャル・データサイエンス研究科ソーシャル・データサイエンス専

攻（仮称）を、受験したいと思いますか。 

選択項目 回答数 構成比 

1 受験したい 2,000 17.1% 

2 受験したくない 9,693 82.9% 

合計 11,693 100.0% 
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問 11 一橋大学大学院ソーシャル・データサイエンス研究科ソーシャル・データサイエンス専攻（仮

称）への進学を検討する上で重要と思う条件をお答えください。 

※複数回答項目のため、回答数は 11,693人の延べ数

※各構成比 ＝ 回答数 ÷ 11,693

選択項目 回答数 構成比 

1 夜間・土日の通学のみで学位が取得できる 3,668 31.4% 

2 オンラインで受講できる 5,272 45.1% 

3 長期履修制度がある 1,380 11.8% 

4 短期履修制度がある 1,163 9.9% 

5 授業料が免除される 3,954 33.8% 

6 奨学金の貸与・給付制度が充実している 2,088 17.9% 

7 職場の研修制度を利用できる 1,743 14.9% 

8 休職できる 2,385 20.4% 

9 入学前の準備講座がある 722 6.2% 

10 論文データベースなどを活用できる 751 6.4% 

11 進学がキャリアパスになると確信できる 1,584 13.5% 

12 家庭の環境が整う（家族の了解が得られる、育児が一段落つくなど） 2,081 17.8% 

13 その他 329 2.8% 

問 12～問 14は、問 10で「1．受験したい」と回答した 2,000 人が回答対象である。 

問 12 Ｑ10で一橋大学ソーシャル・データサイエンス研究科ソーシャル・データサイエンス専攻（仮

称）を「受験したい」と回答した理由をお答えください。 

※複数回答項目のため、回答数は 2,000人の延べ数

※各構成比 ＝ 回答数 ÷ 2,000

選択項目 回答数 構成比 

1 自宅からの通学が便利だから 457 22.9% 

2 養成する人材像に共感できるから 689 34.5% 

3 学べる内容に興味・関心があるから 1,448 72.4% 

4 希望する就職が期待できるから 325 16.3% 

5 その他 10 0.5% 
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問 13 あなたが一橋大学大学院ソーシャル・データサイエンス研究科ソーシャル・データサイエンス専

攻（仮称）を受験して合格した場合、入学したいと思いますか。 

選択項目 回答数 構成比 

1 合格した場合、入学したい 1,463 73.2% 

2 合格した場合、併願する大学院の結果によっては入学したい 537 26.9% 

合計 2,000 100.0% 

 

 

問 14 一橋大学大学院ソーシャル・データサイエンス研究科ソーシャル・データサイエンス専攻（仮

称）で、修士課程に続き博士課程が設置されたら、あなたは博士課程への進学を検討しますか。 

選択項目 回答数 構成比 

1 進学したい 387 19.4% 

2 進路の一つとして考えたい 963 48.2% 

3 現時点ではわからない 555 27.8% 

4 進学したいとは思わない 95 4.8% 

合計 2,000 100.0% 

 

 

問 15は、問 10で「2．受験したくない」と回答した 9,693人が回答対象である。 

 

問 15 Ｑ10で一橋大学ソーシャル・データサイエンス研究科ソーシャル・データサイエンス専攻（仮

称）を「受験したくない」と回答した理由をお答えください。 

※複数回答項目のため、回答数は 9,693人の延べ数 

※各構成比 ＝ 回答数 ÷ 9,693 

選択項目 回答数 構成比 

1 興味・関心のある分野ではないから 5,016 51.7% 

2 興味・関心のある分野だが、他の大学院への進学を希望しているから  118 1.2% 

3 興味・関心のある分野だが、新設の研究科へ進学するのは不安だから  206 2.1% 

4 興味・関心のある分野だが、さらに詳細を知ったうえで検討したいから  348 3.6% 

5 自宅からの通学が不便だから 1,960 20.2% 

6 学費の負担が大きいから 2,912 30.0% 

7 キャリアを中断し進学することに不安があるから 2,389 24.6% 

8 その他 213 2.2% 
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２ 集計結果のポイント 

※「構成比」（％）はいずれも、小数第二位を四捨五入。よって、合計は必ずしも 100％と一致しない。 
 

 ● 回答者は首都圏在住者が約 4割、男性が約 6割                    

 

 回答者の属性を問う問 1,問 2への回答結果では、居住地は、東京都が 2,928人

（15.5%）、神奈川県が 1,655人（8.8%）、埼玉県が 1,184 人（6.3%）、千葉県が 1,029

人（5.4%）と本専攻が所在する東京都を中心に、首都圏からの回答が 4割以上であった。 

また男女比率は、男性が 11,081 人（58.7%）、女性が 7,809人（41.3%）であり、男性

回答者がおよそ 6割を占めた。 

表 回答者の居住地（問 1） 

 

選択項目 回答数 構成比 選択項目 回答数 構成比 選択項目 回答数 構成比 

東京都 2,928 15.5% 岡山県 263 1.4% 石川県 129 0.7% 

神奈川県 1,655 8.8% 長野県 247 1.3% 香川県 129 0.7% 

大阪府 1,452 7.7% 群馬県 245 1.3% 愛媛県 126 0.7% 

愛知県 1,189 6.3% 栃木県 228 1.2% 秋田県 124 0.7% 

埼玉県 1,184 6.3% 福島県 221 1.2% 鹿児島県 112 0.6% 

千葉県 1,029 5.4% 三重県 221 1.2% 大分県 107 0.6% 

北海道 884 4.7% 青森県 198 1.0% 福井県 102 0.5% 

兵庫県 830 4.4% 奈良県 187 1.0% 徳島県 99 0.5% 

福岡県 665 3.5% 熊本県 183 1.0% 和歌山県 97 0.5% 

静岡県 438 2.3% 富山県 164 0.9% 山梨県 87 0.5% 

京都府 438 2.3% 岩手県 163 0.9% 宮崎県 84 0.4% 

宮城県 397 2.1% 滋賀県 157 0.8% 島根県 83 0.4% 

広島県 374 2.0% 沖縄県 141 0.7% 鳥取県 81 0.4% 

茨城県 327 1.7% 長崎県 139 0.7% 高知県 74 0.4% 

新潟県 315 1.7% 山口県 134 0.7% 佐賀県 58 0.3% 

岐阜県 269 1.4% 山形県 133 0.7% 合計 18,890 100.0% 
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表 回答者の性別（問 2） 

男性, 11081 , 

58.7%

女性, 7809 , 

41.3%
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● 受験意向を問う質問の回答対象者は 11,693人

 回答者の現在の状況及び最終学歴を問う問 4、問 7の回答結果では、回答者 18,890人の

うち、大学・大学院の卒業・修了者及び在学者は 11,693 人であった。本調査では、この

11,693 人に対し、一橋大学大学院ソーシャル・データサイエンス研究科ソーシャル・デー

タサイエンス専攻（仮称）の受験・入学意向を質問した。

表 回答者の現状の状況及び最終学歴（問 4、問 7） 

選択項目 回答数 

1 大学１年生 198 

2 大学２年生 238 

3 大学３年生 261 

4 大学４年生 366 

5 大学院（前期）１年生 35 

6 大学院（前期）２年生 38 

7 大学院（後期）１～３年生 36 

8 在職中 10,521 

9 （内訳） 大学卒業 （内訳） 9,177 

10 大学院（修士）修了 1,074 

11 大学院（博士）修了 270 

合計 11,693 
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 ● 在学または卒業・修了した学問分野は、工学が 11.2％、経済学が 11.1％                 

 

 在学または卒業・修了した学問分野をたずねた問 9の回答結果では、回答者 11,693人

のうち工学が 1,308人（11.2%）、経済学が 1,302人（11.1%）、経営学が 689人

（5.9%）、理学が 424 人（3.6%）、商学・会計学が 395人（3.4%）、情報学が 355人

（3.0%）の回答であった。 

 

表 在学または卒業・修了した学問分野（問 9） 
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● 21名の予定入学定員に対し 1,463人が入学意向を示す 

 

 受験意向をたずねる問 10、問 12の回答結果では、回答者 11,693人のうち 2,000 人

（17.1%）が「（本専攻を）受験したい」と回答があり、受験したい理由として「学べる

内容に興味・関心があるから」が 1,448人（72.4%）であった。 

また、「受験したい」と回答した 2,000人に対して、問 13で入学意向をたずねたとこ

ろ、1,463人（73.2%）が「合格した場合、入学したい」と回答した。本専攻が予定する入

学定員数 21 名を大幅に上回る受験・入学意向を得る結果となった。 

 

グラフ 受験意向（問 10） 

 

表 受験したい理由（問 12） 

 

表 入学意向（問 13） 

 

受験したい,2,000人,17.1%
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 また、問 4、問 7の回答者の現状の状況及び最終学歴を問う回答結果で、大学・大学院

の卒業・修了者及び在学者の 11,693人のうち、「受験したい」（問 10）且つ「合格した

場合、入学したい」（問 13）と回答したクロス集計の結果は、以下の通りとなった。 

表 回答者の現状の状況及び最終学歴（問 4、問 7）×受験・入学意向（問 10、問 13） 

選択項目 回答数 

1 大学１年生 17 

2 大学２年生 25 

3 大学３年生 28 

4 大学４年生 37 

5 大学院（前期）１年生 5 

6 大学院（前期）２年生 3 

7 大学院（後期）１～３年生 3 

8 在職中 1,345 

9 （内訳） 大学卒業 （内訳） 1,113 

10 大学院（修士）修了 181 

11 大学院（博士）修了 51 

合計 1,463 
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 さらに、在職者に対して勤務先の業種・職種をたずねた問 5、問 6の回答と、「受験し

たい」（問 10）かつ「合格した場合、入学したい」（問 13）の回答をクロス集計した結

果は、以下の通りとなった。 

 

表 回答者の業種・職種（問 5、問 6）×受験・入学意向（問 10、問 13） 

 

業種 

 

 

 

職種 

農
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建
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不
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ー
ビ
ス
業 

公
務 

そ
の
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合
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経営 2 0 0 0 1 12 1 0 11 0 5 16 0 6 54 

経営企画 0 1 0 0 2 12 1 5 3 14 4 12 4 3 61 

営業 0 0 2 0 10 45 3 18 25 19 13 38 0 13 186 

事務 2 1 0 1 10 45 3 16 17 26 5 63 32 37 258 

企画・開発 0 2 0 1 0 19 0 2 5 3 2 9 4 5 52 

財務・経理 0 0 0 0 2 13 0 3 9 4 3 12 5 10 61 

総務・人事 1 0 0 0 9 29 1 9 11 7 5 23 7 14 116 

資材・購買 0 0 0 0 1 4 0 1 1 0 1 1 0 0 9 

広報 0 0 0 0 0 0 1 0 3 0 0 1 3 0 8 

販売 0 0 0 0 0 1 0 2 35 1 0 18 0 2 59 

専門職 2 0 0 0 4 9 0 6 2 5 0 55 26 37 146 

技術職 1 1 0 0 23 74 5 11 1 3 1 52 8 28 208 

研究 0 0 0 0 0 25 0 0 0 0 0 5 2 3 35 

ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ 0 0 0 0 1 5 1 1 0 1 0 16 0 4 29 

教員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 12 6 30 

その他 1 0 0 0 0 11 0 4 2 2 0 6 5 2 33 

合計 9 5 2 2 63 304 16 78 125 85 39 339 108 170 1,345 
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Ⅲ 研究科に関する調査（一橋大学の学部生） 

１ 全質問項目の集計結果

※「構成比」（％）はいずれも、小数第二位を四捨五入。よって、合計は必ずしも 100％と一致しない。 

 

 17～22ページは、アンケートで回答を得た 245人の回答結果に基づく全質問項目の結果

である。 

 

問 1 あなたがお住まいの都道府県をお答えください。 

選択項目 回答数 構成比 

1 東京都 174 71.0% 

2 神奈川県 42 17.1% 

3 埼玉県 14 5.7% 

4 千葉県 14 5.7% 

5 静岡県 1 0.4% 

合計 245 100.0% 

 

 

問 2 あなたの性別をお答えください。 

選択項目 回答数 構成比 

1 男性 177 72.2% 

2 女性 68 27.8% 

合計 245 100.0% 
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問 3 あなたの年齢をお答えください。 

選択項目 回答数 構成比 

1 18 歳 37 15.1% 

2 19 歳 53 21.6% 

3 20 歳 59 24.1% 

4 21 歳 48 19.6% 

5 22 歳 31 12.7% 

6 23 歳 12 4.9% 

7 24 歳 2 0.8% 

8 25 歳 1 0.4% 

9 26 歳 1 0.4% 

10 70 歳 1 0.4% 

合計 245 100.0% 

問 4 あなたの現在の状況についてお教えください。 

選択項目 回答数 構成比 

1 学部 1 年生 82 33.5% 

2 学部 2 年生 52 21.2% 

3 学部 3 年生 50 20.4% 

4 学部 4 年生 61 24.9% 

合計 245 100.0% 
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問 5 在学中の学部の学問分野についてお答えください。 

選択項目 回答数 構成比 

1 文学 0 0.0% 

2 語学・言語学 0 0.0% 

3 史学・考古学 3 1.2% 

4 哲学・倫理学 3 1.2% 

5 心理学 2 0.8% 

6 社会学 49 20.0% 

7 国際関係学 6 2.4% 

8 経済学 67 27.3% 

9 経営学 17 6.9% 

10 商学・会計学 45 18.4% 

11 法・政治学 47 19.2% 

12 教育学 2 0.8% 

13 保育・児童学 0 0.0% 

14 理学 0 0.0% 

15 工学 0 0.0% 

16 情報学 1 0.4% 

17 医・歯・薬・看護・保健学 0 0.0% 

18 食物・栄養学 0 0.0% 

19 農・水産学 0 0.0% 

20 福祉学 0 0.0% 

21 総合・環境・人間学 2 0.8% 

22 芸術学 0 0.0% 

23 その他 1 0.4% 

合計 245 100.0% 

 

 

問 6 あなたは一橋大学大学院ソーシャル・データサイエンス研究科ソーシャル・データサイエンス専攻

（仮称）を、受験したいと思いますか。 

選択項目 回答数 構成比 

1 学部 4 年次に受験したい 38 15.5% 

2 卒業後、一度就職してから受験したい 32 13.1% 

3 受験したくない 175 71.4% 

合計 245 100.0% 
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問 7～問 9は、問 6 で「1．学部 4年次に受験したい」または「2．卒業後、一度就職してから受験した

い」と回答した 70 人が回答対象である。 

問 7 「問 6」で一橋大学大学院ソーシャル・データサイエンス研究科ソーシャル・データサイエンス専

攻科（仮称）を「1．学部 4年次に受験したい」／「2．卒業後、一度就職してから受験したい」と回答し

た理由をお答えください。 

※複数回答項目のため、回答数は 70人の延べ数

※各構成比 ＝ 回答数 ÷ 70

選択項目 回答数 構成比 

1 自宅からの通学が便利だから 6 8.6% 

2 養成する人材像に共感できるから 23 32.9% 

3 学べる内容に興味・関心があるから 60 85.7% 

4 希望する就職が期待できるから 13 18.6% 

5 その他 2 2.9% 

6 無回答 1 1.4% 

問 8 あなたが一橋大学大学院ソーシャル・データサイエンス研究科ソーシャル・データサイエンス専攻

科（仮称）を受験して合格した場合、入学したいと思いますか。 

選択項目 回答数 構成比 

1 合格した場合、入学したい 47 67.1% 

2 合格した場合、併願する大学院の結果によっては入学したい 22 31.4% 

3 無回答 1 1.4% 

合計 70 100.0% 
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問 9 一橋大学大学院ソーシャル・データサイエンス研究科ソーシャル・データサイエンス専攻（仮称）

で、修士課程に続き博士課程が設置されたら、あなたは博士課程への進学を検討しますか。 

選択項目 回答数 構成比 

1 進学したい 2 2.9% 

2 進路の一つとして考えたい 27 38.6% 

3 現時点ではわからない 30 42.9% 

4 進学したいと思わない 10 14.3% 

5 無回答 1 1.4% 

合計 70 100.0% 

 

 

問 10は、問 6で「3．受験したくない」と回答した 175人が回答対象である。 

 

問 10 「問 6」で一橋大学大学院ソーシャル・データサイエンス研究科ソーシャル・データサイエンス専

攻科（仮称）を「3．受験したくない」と回答した理由をお答えください。 

※複数回答項目のため、回答数は 175人の延べ数 

※各構成比 ＝ 回答数 ÷ 175 

選択項目 回答数 構成比 

1 興味・関心のある分野ではないから 77 44.0% 

2 興味・関心のある分野だが、他の大学院への進学を希望しているから  19 10.9% 

3 興味・関心のある分野だが、新設の研究科へ進学するのは不安だから  31 17.7% 

4 興味・関心のある分野だが、さらに詳細を知ったうえで検討したいから  45 25.7% 

5 自宅からの通学が不便だから 8 4.6% 

6 学費の負担が大きいから 28 16.0% 

7 その他 24 13.7% 

8 無回答 1 0.6% 
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問 11 一橋大学大学院ソーシャル・データサイエンス研究科ソーシャル・データサイエンス専攻科（仮

称）への進学を検討する上で重要と思う条件をお答えください。（あてはまる番号すべてを選択してくだ

さい。） 

※複数回答項目のため、回答数は 245人の延べ数

※各構成比 ＝ 回答数 ÷ 245

選択項目 回答数 構成比 

1 夜間・土日の通学のみで学位が取得できる 186 75.9% 

2 オンラインで受講できる 143 58.4% 

3 長期履修制度がある 50 20.4% 

4 短期履修制度がある 69 28.2% 

5 授業料が免除される 95 38.8% 

6 奨学金の貸与・給付制度が充実している 114 46.5% 

7 職場の研修制度を利用できる 91 37.1% 

8 休職できる 49 20.0% 

9 入学前の準備講座がある 42 17.1% 

10 論文のデータベースなどを活用できる 73 29.8% 

11 進学がキャリアパスになると確信できる 132 53.9% 

12 家庭の環境が整う（家族の了解が得られる、育児が一段落つくなど） 52 21.2% 

13 その他 13 5.3% 

14 無回答 11 4.5% 
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２ 集計結果のポイント 

※「構成比」（％）はいずれも、小数第二位を四捨五入。よって、合計はかならずしも 100％と一致しない。 
 

● 回答者はほぼ全て首都圏在住、約 7割が男性                     

 

 回答者の属性を問う問 1、問 2の回答結果では、回答者の居住地は、東京都が 174人

（71.0%）、神奈川県が 42 人（17.1%）、埼玉・千葉県が 14人（5.7%）と、ほぼ全て本専

攻が所在する首都圏であった。 

また、男女比率は、177人（72.2%）が男性、68人（27.8%）が女性であった。 

 

表 回答者の居住地（問 1） 

 

選択項目 回答数 構成比 

1 東京都 174 71.0% 

2 神奈川県 42 17.1% 

3 埼玉県 14 5.7% 

4 千葉県 14 5.7% 

5 静岡県 1 0.4% 

合計 245 100.0% 

 

表 回答者の性別（問 2） 

 
  

男性, 177, 72.2%

女性, 68, 27.8%
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● 在籍学部の学問分野は、経済学が 27.3％、商学・会計学が 18.4％                 

 

 在学している学部の学問分野を問う問 5の回答結果では、回答者 245人のうち 67人

（27.3%）経済学を、45人（18.4%）が商学・会計学を、17人（6.9%）が経営学を、1人

（0.4%）が情報学を学んでいると回答した。 

 

表 在学中の学問分野（問 5） 

 

 

  

1人

1人

2人

2人

2人

3人

3人

6人

17人

45人

47人

49人

67人

0 10 20 30 40 50 60 70 80

その他

情報学

総合・環境・人間学

教育学

心理学

哲学・倫理学

史学・考古学

国際関係学

経営学

商学・会計学

法・政治学

社会学

経済学 , 27.3% 

, 20.0% 

, 19.2% 

, 18.4% 

, 6.9% 

, 2.4% 

, 1.2% 

, 1.2% 

, 0.8% 

, 0.8% 

, 0.8% 

, 0.4% 

, 0.4% 

26



● 一橋大学部生からも一定の受験意向・入学意向を得る 

 

 受験意向についてたずねた問 6、問 7では、回答者 245人のうち、38人（15.5%）

「（本専攻を）学部 4年次に受験したい」、32人（13.1%）が「卒業後、一度就職してか

ら受験したい」と回答した。受験したい理由としては、「学べる内容に興味・関心がある

から」が最も多く、60人（85.7%）であった。 

また、「学部 4年次に受験したい」「卒業後、一度就職してから受験したい」と回答し

た 70人のうち、入学意向についてたずねた問 8の回答結果では、47人（67.1%）が「合格

した場合、入学したい」、22人（31.4%）が「合格した場合、併願する大学院の結果によ

っては入学したい」と回答しており、一橋大学の学部生からも一定数の受験・入学意向の

回答を得た。 

グラフ 受験意向（問 6） 

 

表 受験したい理由（問 7） 

 

  

学部4年次に受験したい,

38人,15.5%
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27



グラフ 入学意向（問 8） 

 また、学年別（問 4）と、受験意向（問 6）、入学意向（問 8）をクロス集計した結果

は、以下の通りとなった。問 6で「学部 4年次に受験したい」と回答し、かつ問 8で「合

格した場合、入学したい」と回答した者の人数は、学部 1～3年生ではあまり偏りはな

く、学内からも継続的に一定数の入学希望者を見込めると考えられる。 

選択項目 

学部 4 年次に受験したい 卒業後、一度就職してから受験したい 

合格した場合、

入学したい 

合格した場合、

併願する大学院

の結果によって

は入学したい 

合格した場合、

入学したい 

合格した場合、

併願する大学院

の結果によって

は入学したい 

1 学部 1 年生 8 5 3 2 

2 学部 2 年生 6 3 5 0 

3 学部 3 年生 8 6 4 0 

4 学部 4 年生 0 1 13 5 

合計 22 15 25 7 

合格した場合、入学したい,

47人,67.1%

合格した場合、併願する大学院

の結果によっては入学したい,

22人,31.4%

無回答,1人,1.4%
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●予定する入学定員を大きく上回る入学意欲を得た 

 

 一橋大学が令和 5年 4月に設置構想する「一橋大学大学院ソーシャル・データサイエン

ス研究科ソーシャル・データサイエンス専攻（仮称）」に対しては、上記の２つの調査

「Ⅱ 研究科に関する調査（社会人と他大学生）」と「Ⅲ 研究科に関する調査（一橋大

学の学部生）」において、合計 2,070 人が受験意向を示し、さらにそのうちの 1,510人が

入学意向を示すという結果を得た。 

また、上記 2.070 人のうち、開設予定時期である令和 5年 4月に入学する可能性のある

大学 3年生及び社会人は 1,381人である。いずれも本専攻が予定する入学定員の 21名を

大きく上回る回答結果であり、学生確保の見通しには問題なしと判断できる。 
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添付資料 
 

 

①「一橋大学大学院ソーシャル・データサイエンス研究科ソーシャル・データサイエン

ス専攻（仮称）設置構想についてのアンケート調査」（対象：2021年度社会人、大学生

の皆様） 
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添付資料 

②「一橋大学大学院ソーシャル・データサイエンス研究科ソーシャル・データサイエン

ス専攻（仮称）設置構想についてのアンケート調査」（対象：2021年度現在、本学学部

生の皆様）
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令 K/./l€/TVJ匹

棘松株式毛社祠5-8005東京都港区芝浦1-2-1シ ー バンスN館

国立大学法人一橋大学長 殿

一橋大学ソ ー シャル ・ デ ータサイエンス学部ならびに
一橋大学大学院‘ノ ー シャル ・ データサイエンス研究科の

早期設置に関する要望書

貴学におかれましては、社会科学の総合大学として、グロ ー バルな課題解決に
向けた社会イノベ ー ションに資する人材育成をその使命と掲げ、 先端的かつ国
際的な社会科学の研究を推進し、 日本における政治経済社会の発展とその創造
的推進者の育成に貢献してこられました。

その姿勢は、伝統的開拓者精神をもって企業の社会的責任を果たし、国際社会
に貢献するという当社の創業主意とも相通じるものであります。

業界秩序を覆すような技術やビジネスモデルの出現により、 全ての業界がデ
ジタルトランスフォ ー メ ー ション(DX)推進を急務としています。

係る情勢下、当社においても、事業活動を通じて得られるデ ータをデ ータサイ
エンスの知見に基づいて分析し、事業 ・ サ ービスの開発を牽引できるような学部
卒業レベルの人材が求められています。また、 高度な分析を通じて、事業改善や
サ ービス向上に関する提言ができる人材、 得られたデ ー タに高度な分析を施す
ことによって、 価値の創造を顕現させ新たなビジネスアイデアを創出すること
ができる大学院修士課程卒業レベルの人材が求められています。

貴学で積み重ねてきた社会科学研究の礎に高度なデータサイエンスの知識を
融合することで、デ ー タ利活用に基づいた社会課題解決の提案・実行ができる人
材育成が推進されると認識しており、 貴学が進めようとしているデ ー タサイエ
ンス人材の教育研究プログラムに大きな期待があります。

つきましては、貴学において、 ソ ー シャル ・ デ ー タサイエンス学部ならびに大
学院ソ ー シャル ・ デ ー タサイエンス研究科の設置が早期に実現されることを強
く要望いたします。

令和四年一 月十二日
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国⽴⼤学法⼈⼀橋⼤学⻑ 殿

⼀橋⼤学ソーシャル・データサイエンス学部及び
⼀橋⼤学⼤学院ソーシャル・データサイエンス研究科の

早期設置に関する要望書

貴学のソーシャル・データサイエンス学部・研究科設置構想に関し、当該学部及び研究科の
早期設置について、以下のとおり要望いたします。

近年、感染症の拡⼤もあり、急速な ICT 技術の進展により社会環境は⼤きく変貌しており
ます。現在および将来の社会経済の課題を解決する政策⽴案のためには、多種多様なデータを
解析し、社会経済政策と結び付けられる⼈材の養成が急務です。

内閣府においては、経済財政、社会政策（少⼦化や男⼥共同参画）、科学技術分野等、制度・
政策の企画⽴案に貢献する知⾒を実証に基づき提供する政策分析専⾨家の育成を喫緊の課題
と考えており、EBPM(証拠に基づく政策⽴案)への要請の⾼まりも踏まえ、政府統計やリアル
タイムデータ等の⼤規模データを適切に扱い政策形成に活⽤することに取り組める⼈材を求
めています。さらには各分野で、既存のデータの活⽤や新規データの収集に基づく調査分析を
⾏い、それに基づき⾃ら政策の企画⽴案を⾏える⼈材の速やかな養成が必要であると考えてお
ります。

このような⼈材には、社会科学とデータサイエンスの知識を融合し、社会で蓄積されるデー
タを活⽤し社会経済の諸課題を改善・解決・イノベーションできる能⼒が備わっていることが
肝要であると認識しており、貴学が進めようとしている⼈材養成に⼤きな期待をしております。 

また、貴学におかれましては、これまで社会科学の総合⼤学として、また、総合的な研究機
関として、⽇本における政治経済社会の発展に貢献する⼈材を輩出するとともに、その学識を
⽇本の経済財政政策等の⽴案の場に⽣かされてきました。

このような社会科学の歴史と政策⽴案に対する知⾒を⽰してきた実績に基づく強固な教育
研究基盤にデータサイエンスの要素が加わることで、より深い⾒識に⾄る⼈材の教育と、時代
に⾒合ったより具体的な政策企画⽴案につながる研究が⽰されることが期待されます。これは、
⽇本の政府機関のみならず、産業や公共など我が国経済社会における様々な要請に応えるもの
と思料いたします。当該学部・研究科が新設されることと⼤いに期待し、先進的な教育研究プ
ログラムを可能な限り早期に実現されることを強く要望いたします。

令和４年１⽉２０⽇

内閣府
経済社会総合研究所所⻑

井野 靖久
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国⽴⼤学法⼈⼀橋⼤学⻑ 殿 
 

⼀橋⼤学ソーシャル・データサイエンス学部及び 
⼀橋⼤学⼤学院ソーシャル・データサイエンス研究科の 

早期設置に関する要望書 
 
 

⼀橋⼤学（貴学）のソーシャル・データサイエンス学部・研究科設置構想につ
いて、早期に設置いただきますよう、以下のとおり要望いたします。 

 
近年の社会経済環境においては、医療分野におけるエビデンスに基づく医療

（Evidence Based Medicine）と同じく、エビデンスに基づく政策⽴案（Evidence 
Based Policy Making）など、データの分析に基づく社会経済の課題を解決する
能⼒を持つことが求められています。最近の 5 年間に⾃然科学の分野では、滋
賀⼤学データサイエンス学部の設置をはじめとした学部・研究科の設置が進め
られてきていますが、社会科学分野については対応する学部・研究科の設置は⼗
分に進んでいるとはいえません。 

 
⽇本統計学会においては⾃然科学分野のみならず社会科学分野の実務家及び

研究者も多数在籍しており、社会科学分野の⼈材育成は喫緊の課題となってい
ます。たとえば近年では、データを活⽤することによって新たな製品の開発やサ
ービスの提案、政府機関における政策⽴案、⾦融機関における商品開発とそのリ
スク管理、企業経営のコンサルティングにおける経営や業務効率の提案などを、
リーダーシップをもって⾏うことが求められています。またデータ分析を可能
にするソフトウェアを駆使するプログラミング技術を習得することや、より⾼
度なデータ分析⼿法を理解して発展させることのできる⼈材も求められており、
早急にその需要に対応する⼈材の養成を進めることが⽇本統計学会にとっても
肝要であると考えます。 

 
このような社会経済の課題に対応できる⼈材育成のためには、社会科学にお

ける活⽤に焦点を合わせたデータサイエンスの教育と研究の強⼒な推進が必要
です。貴学がソーシャル・データサイエンス学部・研究科において進めようとし
ている教育・研究は、社会経済における喫緊の課題に対する解決能⼒を持つ⼈材
を育成するものであり、その重要な責務の遂⾏が速やかに⾏われることを期待
しています。 

 
また貴学におかれましては、これまで社会科学の総合⼤学として、多くの優秀

な⼈材を輩出し我が国の政治経済社会の発展に貢献されています。その研究と
教育の礎に、データサイエンスを融合させることで我が国の社会経済のさらな
る発展に貢献することができると確信し、貴ソーシャル・データサイエンス学
部・研究科が早期に新設されることを強く要望いたします。 
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令和 ４年 １⽉ １０⽇

⽇本統計学会
会⻑
樋⼝知之 ＜印＞
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第４回社会科学の発展を考える円卓会議

（議事録）

日 時： 令和２年７月 29 日（水）15 時 00 分～17 時 00 分 
場 所： 遠隔会議（ZOOM） 
出席者： 青木委員、大枝委員、佐々木委員、志賀委員、新宅委員、進藤委員、清家委員、

中鉢委員、常盤委員、蓼沼委員（議長）

発表者： 渡部敏明一橋大学学長補佐（ソーシャル・データサイエンス研究・教育担当）、

小塩隆士一橋大学学長補佐（社会科学高等研究院担当）

欠席者： 三島良直アドバイザー

陪席者： 一橋大学 沼上理事・副学長、蜂谷理事・副学長、山田副学長、長谷川副学長・

事務局長、総合企画室

＜議事要旨＞

議題１では、第１期円卓会議のまとめについて報告した。議題２・３では、社会科学の新

しい発展方向として一橋大学における取組事例を紹介した。議題２では、蓼沼委員（議長）

及び渡部敏明一橋大学学長補佐より、社会科学におけるデータサイエンスの研究・教育及び

新学部・研究科の設立構想について紹介した。議題３では、小塩隆士一橋大学学長補佐より、

EBPM（エビデンスに基づく政策立案）について紹介した。その後、これからの時代の社会

科学の新しい研究と人材育成について議論を行った。

＜主な議論内容＞

（中鉢委員）

一橋大学で新たに設置するソーシャル・データサイエンス学部（以下「新学部」という。）

のカリキュラムを検討する際、AI コースと統計コースは一本化することが望ましい。昨今

の AI ブームにより、伝統的な統計学を軽視・排除する向きがあるが、それは違う。AI のブ

ームに対して、ツールとしてしっかりとした推測統計学やベイズ統計をやるべき。

（中鉢委員）

データ・デザインとあるが、ここで言うデザインとは。

→（一橋・沼上理事）

デザインとは、(1)社会システムの設計、(2) ユーザー・インターフェイスやユーザー・エク

スペリエンスなど、人の心に与える印象の設計（意匠）の両方を指す。

（新宅委員）

・因果関係を立証する方法論の中にランダマイズドテストがあるが、日本はこれの理解があ
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まり高くない。例えば、薬やワクチンの有効性を立証する方法。データサイエンスの手法の

中に含めるとよいのでは。

・経済統計の速報値と改定値の差異が大きいことに驚いた。経済の動きの速さを考えると、

速報値の精度を上げることは非常に重要。

（志賀委員）

・産業界から見ると、文系／理系で学修していることが違うことで様々な支障がある。もち

ろん専門分野が違うことはよいが、例えば企業でデータサイエンスを使いたいところはマ

ーケティング部門。マーケティングは商学部など文系の分野のため、中にはあまり数学を学

んでいないケースもある。高校で文系／理系が分かれていることが日本の問題。その意味で、

社会科学の大学でデータサイエンスをやる意義は大きい。

・今回の新型コロナ感染症の対応を見ても、医学・感染症学のみならず、社会科学が考える

べきことが多い。社会科学がデータを分析して社会に伝える役割を担うべき。

（清家委員）

・一橋大学は伝統的に数理・統計の基盤があり、従来からデータに強い大学なので、その一

橋にできるデータサイエンスの学部は非常に強力な学部になりうる。

・伝統的な統計学・計量経済学の膨大な蓄積を、最先端のビッグデータ解析にどう反映させ

るのか、大いに興味がある。

例えば、ビッグデータの解析を行う際、元のデータにバイアスがかかっていることの意味、

限界、問題点を理解した上で、データの不偏性をベースに考える伝統的な統計学との関係な

ども考慮しつつ活用を進められるとよいのではないか。

・EBPM では、「えせエビデンスに基づく政策立案」に騙されないことも重要。政府や政

治家の思惑通りのエビデンスを出すような EBPM ではかえって有害だ。

・EBPM でもビッグデータ解析でも、注意すべきは、社会科学のあるべき姿として、学問

の立場から批判的視点を保持することではないか。

→（蓼沼議長）

・非常に貴重なご意見。科学的視点を持ってデータサイエンス、EBPM の研究・教育を進

めることが大学の役割と心得る。

・データ分析については、課題に応じて様々な手法がある。AI だけでなく、伝統的な統計・

計量経済学も含め、柔軟に活用できることが必要。

（一橋・渡部学長補佐）

AI では文字情報や画像も数値化して、データとして活用できる。相互作用により新しいも

のを築きたい。

（青木委員）
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・データサイエンス、EBPM ともに、やっと一橋大学で取り組んでくれるのかという印象。

自身が留学していたスタンフォード大学では統計学部があった。学部生向けの統計学入門

を受けると、統計の精神が理解でき、興味が持てる。新学部でも基礎の入門のところに力を

入れて、統計の興味・理解を深めてもらいたい。

・霞が関でも EBPM を始めているが、評価のための評価になってしまう部分もあり、政策

立案に辿り着く前に疲弊してしまう。学生には、EBPM がよりよい政策のためのものであ

るというエールを送り続けてほしい。

→（一橋・渡部学長補佐）

入門科目では基礎から教え、興味を持って専門科目を学べるようなカリキュラムを作りた

い。

→（一橋・小塩学長補佐）

「アカウンタビリティー（説明責任）」が重要と考えている。将来世代に対して、政策を作

った根拠を示す必要がある。先ほどの清家委員のご意見にあった「えせ EBPM」について

は、我々も注意している。学生が個々の役所の政策を研究テーマにする可能性があるが、そ

の政策をサポートするエビデンスを出すことを目的とするのではなく、その政策の意味や、

政策を作る段階での材料を中立的、客観的に導き出すことが重要。

→（蓼沼議長）

EBPM 博士課程プログラムでは、省庁、日銀、シンクタンク等、機関を越えて人々が大学

に集まることで、EBPM ネットワークの構築が期待でき、より中立的・科学的な EBPM に

貢献できると期待している。

（大枝委員）

新学部設置は非常にタイムリーで大いに期待している。重要なのは開始時からレベルの高

い一流の教授陣を配置すること。財政的な問題もあると思うが、学内外から優秀な人材を集

めることが重要。

→（蓼沼学長）

現在、この領域は世界的に人材の取り合いとなっている。学内の財政基盤を強化し、また年

俸制の導入も進めることで、競争力のあるリクルートを進めたい。

（佐々木委員）

・大学では商学部だったが、統計学に興味を持ち、データサイエンス系のゼミにも在籍した。

卒業後、Google 社のデータサイエンスティストのチームでも働いたが、周囲は統計学の修

士号・博士号を持つ人ばかり。海外の企業では、統計（データサイエンス）を理解している

人間が、会社の重要な意思決定を担っている。

・海外に比べて、日本ではデータや分析に基づいた企業活動が行われていない。そういうこ

とができる人材を育てることが必要。
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・一方で、データサイエンティストや理系で AI を勉強してきた人の中で、分析が正しくで

きないケースもある。基本的なバイアスや、データをしっかりと見れば自明であることを考

慮できていない。新学部では、データとの向き合い方をしっかりと学べるとよい。

・コンピューターサイエンスを４年やってもプログラミングを書けない人もいる。重要なの

は講義だけではなく、学ぶことに能動的に挑戦する環境があるか、周囲に意見を聞ける人が

いるか。アメリカにデータサイエンス系学部の連合の NPO があり、学生に対して世の中に

貢献できるようなプロジェクト課題を提供している。カリキュラムだけではなく、学生が能

動的に分析能力を発揮して課題に挑戦できるコミュニティーになるとよい。

・データサイエンスでは、ベースとなる数学が重要。基礎を教えることにも注力してほしい。

教育の質を上げることも重要。

・EBPM は、大学教育・研究の質の向上に関しても活用できるとよいのでは。

→（蓼沼議長）

新学部・研究科では PBL 型授業（Project-based Learning：課題解決型学習）も重視して

いる。企業などの協力も得て、学生が実際に起きている生の課題に接し、現場の人たちとも

交流しながら解決する経験をすることで、柔軟に対応できる力を養いたい。

→（一橋・渡部学長補佐）

データを見ずに、ツールに当てはめて考える学生は多いので、データの特徴を掴むところか

ら学ばせたい。

（常盤委員）

・一橋大学は日本の社会科学における一つの中心を成しており、その大学でソーシャル・デ

ータサイエンス学部を設置する意義を考えるべき。学長のプレゼン資料にも「新たな社会科

学の創造」とある。現在、社会や経済が構造的に変化しようとしている。研究の方法や学問

のスタイルにも影響を与えるのではないか。新学部が、一橋の既存の４学部で積み上げた学

問と融合することで、どういう新しい学問を作り出すのかという点が重要。社会科学の一翼

を担う学部となることを期待している。

・データサイエンス関係の授業科目のボリュームが必要という事情も分かるが、既存の社会

科学と融合して、新しい学問をどう作るのかを示していってほしい。

→（蓼沼議長）

社会科学の基盤があるという強みを生かすことが重要と認識している。新学部において基

礎となる分野の専門家は必要であるが、新学部と既存学部の間で活発に交流できる仕組み

を考えたい。

→（一橋・渡部学長補佐）

インターフェイス科目を活用して、既存学部との連携を強化する。

（進藤委員）
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・一橋大学が商法講習所から始まり、商・経済・法・社会と分野を広げ、データサイエンス

分野に乗り出すことは非常に画期的。ただ、データサイエンスではスキルやツールという要

素が必要となる点は承知しているが、社会科学の大学でやるからには、社会の問題やビジネ

スの効率性等への問題意識が根底にあって、その解決のツールのためにデータサイエンス

を身に付けるという認識を持ってほしい。

・どういう高校生がほしいのか。コンピューターやシステムが好きというだけではだめ。学

生が社会課題を見つけることが重要。何のためにデータサイエンスを使うのかという観点

を大事にしてほしい。

→（蓼沼議長）

社会科学では規範論も重要であるとのご意見と理解した。まず、社会的なゴールがあって、

それに対する最善の手段を科学的に分析して導くことが科学のベースである。現在は、膨大

なデータが活用可能となり、その手法が拡大している。新学部を大学に開設する意義は、最

適手段を見出す手法を開発・応用することだが、ゴール自体が重要であることは常に意識す

べき。

→（一橋・沼上理事）

理系寄りの学生が増えると予想している。理系でも社会に対する問題意識はある。入学後に

いかに社会科学の面白さを伝えることができるかが、この学部の成否を分ける。

（中鉢委員）

・企業では、以前から、提案を行うためにデータやエビデンスが求められる。それを専門の

学部でやることへの違和感は多少あるが、時代の要請に応じて人材を育成することは賛成。 
・ソーシャル・データサイエンスの「ソーシャル」を無視してはいけない。この学部の卒業

生はデータサイエンティストになるというよりは、日本の社会科学を担う基幹人材として、

理系人材と補完しながら活躍するのでは。

・二刀流が先端的でありうるかという点は意識しておく必要がある。例えばバイオの世界で

も、生命科学の専門家と数学者が分業して取り組んでいる。

・大学でやることの意義は大きく、他の大学にも波及していくだろう。AI 人材の育成を目

指す学部は増えているが、他とは一味違う学部となることを期待している。

→（蓼沼議長）

一橋大学の持つ社会科学の強みと基盤の上に、新しい研究・教育の地平を開いていく。

（蓼沼議長）

本日は、現代の社会と科学技術の状況を踏まえて、日本の社会科学がどのような方向に発展

していくべきかという点で非常に有益な意見をいただいた。一橋大学の新学部・研究科構想

にも役立てたい。
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（その他） 
・本日の議事録をとりまとめの上、一橋大学 HP で掲載する旨、了承された。 
・蓼沼議長より、本年８月末日を以て一橋大学長を退任する旨報告があり、以降の円卓会議

は中野聡次期学長の下で開催するとの紹介があった。 
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一橋大学ソーシャル・データサイエンス学部 

ソーシャル・データサイエンス学科（仮称）

一橋大学大学院ソーシャル・データサイエンス研究科 

ソーシャル・データサイエンス専攻（仮称）

（令和５年４月開設予定・設置構想中） 

「設置構想に係る人材需要アンケート調査」報告書 

令和３年 11月 17日 

株式会社高等教育総合研究所 
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１ 調査の概要 
 

◆ 調 査 目 的 ： 本調査は、一橋大学が令和 5年 4月に設置を構想している「ソーシャ

ル・データサイエンス学部ソーシャル・データサイエンス学科（仮

称）」の卒業生及び、「ソーシャル・データサイエンス研究科ソーシ

ャル・データ専攻（仮称）」の修了生の就職におけるニーズを、大学

外の公正な第三者機関により、アンケートを用いて測ることを目的と

する。   

◆ 調 査 期 間 ： 令和 3年 8月～令和 3年 9月 
  

◆ 調 査 対 象 ： 一橋大学が令和 5年 4月に設置を構想中の「ソーシャル・データサイ

エンス学部ソーシャル・データサイエンス学科（仮称）」の卒業生、

及び「ソーシャル・データサイエンス研究科ソーシャル・データサイ

エンス専攻（仮称）」の修了生の採用が期待される企業や機関 1,837

件を対象とする。内訳は以下の通りである。 

①卒業・修了後の進路として想定する業種で、

東証一部に上場している企業 

金融・保険業 235 

運輸業 66 

製造業 800 

放送・出版業 13 

IT・情報通信業 195 

広告業 17 

コンサルティン

グ業 21 

卸売・小売業 331 

②起業 10年以内で東証マザーズ、JASDAQに上場

している企業 
102 

③卒業・修了後の進路として想定する官公庁・

省庁外郭団体など 
15 

④既設学部の卒業生、既設研究科の修了生が就

職した企業・機関 
42 

  

※④は平成 28年～令和 2年の学部卒業生が多く就職した企業・機関の上位 50社、修士修了

生が多く就職した企業・機関の上位 50社のリストから、上記①～③と重複した企業・機関を

除いたもの。 

 

  

78



 

◆ 調 査 方 法 ： 調査対象とした企業・機関の 1,837件の採用担当者宛てに､「一橋

大学ソーシャル・データサイエンス学部ソーシャル・データサイエ

ンス学科（仮称）／ソーシャル・データサイエンス研究科ソーシャ

ル・データサイエンス専攻」の設置構想に係る人材需要アンケート

調査の依頼状を送付し、同封の調査用紙への記入、もしくは依頼状

に記載したアンケート回答サイトへの入力による回答・返信を求め

た。なお、調査票は学部・研究科で同一のものを使用し、問 9～11

で学部卒業生に対する採用意向を、問 12～14で研究科修了生に対

する採用意向を尋ねた。 
 

  

◆ 調 査 内 容 ： 質問項目は全 15問とし、主な質問内容は下の通りである。 

（問 16 は企業名称を問う質問であるため、集計を省略する） 

・回答企業の基本情報 

・一橋大学ソーシャル・データサイエンス学部ソーシャル・データ

サイエンス学科（仮称）の卒業生の採用意向（人材需要） 

・一橋大学大学院ソーシャル・データサイエンス研究科ソーシャ

ル・データサイエンス専攻（仮称）の修了生の採用意向（人材需

要）   

◆ 有効回答件数 ： 183件（配布件数 1,837件／無効回答件数 0件／回収率 10.0％） 
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２ 全質問項目の集計結果 

3～11ページは、アンケートで回答を得た 183件の回答結果に基づく、全質問項目の集

計結果である。 

※「構成比(％)」はいずれも、少数第二位を四捨五入。よって、合計は必ずしも 100.0％と一致しない。 

 

問 1 御社の主たる所在地をお答えください（あてはまるもの 1 つにマークをしてください）。 

選択項目 回答数 構成比 選択項目 回答数 構成比 

北海道 2 1.1% 京都府 7 3.8% 

青森県 0 0.0% 大阪府 18 9.8% 

岩手県 0 0.0% 兵庫県 5 2.7% 

宮城県 0 0.0% 奈良県 0 0.0% 

秋田県 1 0.5% 和歌山県 1 0.5% 

山形県 0 0.0% 鳥取県 0 0.0% 

福島県 0 0.0% 島根県 0 0.0% 

茨城県 0 0.0% 岡山県 0 0.0% 

栃木県 0 0.0% 広島県 3 1.6% 

群馬県 2 1.1% 山口県 2 1.1% 

埼玉県 4 2.2% 徳島県 1 0.5% 

千葉県 2 1.1% 香川県 0 0.0% 

東京都 104 56.8% 愛媛県 0 0.0% 

神奈川県 6 3.3% 高知県 0 0.0% 

新潟県 1 0.5% 福岡県 2 1.1% 

富山県 0 0.0% 佐賀県 2 1.1% 

石川県 3 1.6% 長崎県 0 0.0% 

福井県 3 1.6% 熊本県 0 0.0% 

山梨県 0 0.0% 大分県 0 0.0% 

長野県 2 1.1% 宮崎県 0 0.0% 

岐阜県 0 0.0% 鹿児島県 0 0.0% 

静岡県 0 0.0% 沖縄県 0 0.0% 

愛知県 12 6.6% 無回答 0 0.0% 

三重県 0 0.0% 合計 183 100.0% 

滋賀県 0 0.0%    
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問 2 御社の業種についてお答えください（あてはまるもの 1 つにマークをしてください）。 
 番号 選択項目 回答数 構成比 

 1 農業 0 0.0% 

 2 林業 0 0.0% 

 3 漁業 0 0.0% 

 4 鉱業 0 0.0% 

 5 建設業 3 1.6% 

 6 製造業 83 45.4% 

 7 電気・ガス・熱供給・水道業 1 0.5% 

 8 運輸・通信業 14 7.7% 

 9 卸売・小売業、飲食店 33 18.0% 

 10 金融・保険業 14 7.7% 

 11 不動産業 1 0.5% 

 12 サービス業 16 8.7% 

 13 公務（他に分類されないもの） 5 2.7% 

 14 その他 13 7.1% 

  無回答 0 0.0% 

 合計 183 100.0% 

 

 

問 3 御社の従業員数（正規社員数）についてお答えください（あてはまるもの 1 つにマークをして

ください）。 
 番号 選択項目 回答数 構成比 

 1 50 名未満 1 0.5% 

 2 50 名以上 100 名未満 5 2.7% 

 3 100 名以上 500 名未満 40 21.9% 

 4 500 名以上 1,000 名未満 42 23.0% 

 5 1,000 名以上 5,000 名未満 67 36.6% 

 6 5,000 名以上 28 15.3% 

  無回答 0 0.0% 

 合計 183 100.0% 

 
 
問 4 このアンケートにご回答頂いている方の人事採用への関与度をお教えください（あてはまる

もの 1 つにマークをしてください）。 
 番号 選択項目 回答数 構成比 

 1 採用の決裁権があり、選考にかかわっている 20 10.9% 

 2 採用の決裁権はないが、選考にかかわっている 154 84.2% 

 3 
採用時には直接かかわらず、情報や意見を収集、提供する立

場にある 
6 3.3% 

  無回答 3 1.6% 

 合計 183 100.0% 
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問 5 御社の過去３年間の平均的な正規社員の採用数について、お教えください（あてはまるも

の 1 つにマークをしてください）。 
 番号 選択項目 回答数 構成比 

 1 1〜4 名 5 2.7% 

 2 5〜9 名 14 7.7% 

 3 10〜14 名 27 14.8% 

 4 15〜19 名 13 7.1% 

 5 20〜49 名 58 31.7% 

 6 50 名以上 66 36.1% 

 7 過去 3 年間に正規社員は採用しなかった 0 0.0% 

  無回答 0 0.0% 

 合計 183 100.0% 

 

 

 

問 6 新型コロナウイルス感染症の影響がなかった場合の、平均的な採用数がわかればお教えく

ださい（あてはまるもの 1 つにマークをしてください）。 
 番号 選択項目 回答数 構成比 

 1 1〜4 名 5 2.7% 

 2 5〜9 名 14 7.7% 

 3 10〜14 名 18 9.8% 

 4 15〜19 名 16 8.7% 

 5 20〜49 名 63 34.4% 

 6 50 名以上 62 33.9% 

 7 わからない 5 2.7% 

  無回答 0 0.0% 

 合計 183 100.0% 
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問 7 御社では、大学卒以上の学歴を持つ人材を採用する場合、どのような系統の学問を修めた

人物を積極的に採用したいとお考えですか（あてはまるものすべてにマークをしてください）。

※複数回答項目のため、回答数は 183件の延べ数であり、比率は 183件中で回答数が占める割合 
 番号 選択項目 回答数 比率 

 1 文・人文学 26 14.2% 

 2 社会・国際学 41 22.4% 

 3 法・政治学 48 26.2% 

 4 経済・経営・商学 66 36.1% 

 5 教育学（教員養成・総合科学） 16 8.7% 

 6 理学 59 32.2% 

 7 工学 88 48.1% 

 8 農・水産学 25 13.7% 

 9 医・歯・薬・看護・保健学 10 5.5% 

 10 生活科学 8 4.4% 

 11 総合・環境・人間学 18 9.8% 

 12 情報学 74 40.4% 

 13 芸術・スポーツ科学 8 4.4% 

 14 その他 2 1.1% 

 15 学部や学問系統にはこだわらない 92 50.3% 

  無回答 0 0.0% 

 

 

問 8 一橋大学ソーシャル・データサイエンス学部ソーシャル・データサイエンス学科（仮称）／ソー

シャル・データサイエンス研究科ソーシャル・データサイエンス専攻（仮称）には、以下のよう

な特色があります。この中から、特に魅力的だと感じる特色をお選びください（あてはまるもの

すべてにマークをしてください）。 

※複数回答項目のため、回答数は 183件の延べ数であり、比率は 183件中で回答数が占める割合 
 番号 選択項目 回答数 比率 

 1 社会科学とデータサイエンスを融合した知識を身に付けられる 100 54.6% 

 2 
統計学や情報学・人工知能などに基づいたデータサイエンスの

知識を身に付けられる 
140 76.5% 

 3 
経営学、経済学、法学、社会学など既存の社会科学に横断的な

知識を身に付けられる 
85 46.4% 

 4 
現在の社会における課題をデータ分析を利用して解決する方法

を身に付けられる 
135 73.8% 

 5 
実際の企業や政府機関とのプロジェクトに基づいた演習に参加

できる 
75 41.0% 

 6 
少人数での演習を通じて独自の問題意識に基づいた卒業論文・

修士論文を執筆する 
35 19.1% 

 7 なし 2 1.1% 

  無回答 0 0.0% 

 

83



問 9 一橋大学ソーシャル・データサイエンス学部ソーシャル・データサイエンス学科（仮称）を卒

業した学生を採用したいと思いますか（あてはまるもの 1 つにマークをしてください）。 
 番号 選択項目 回答数 構成比 

 1 採用したい 85 46.4% 

 2 採用を検討したい 95 51.9% 

 3 採用しない 3 1.6% 

  無回答 0 0.0% 

 合計 183 100.0% 

 

 

問 10 問 9 で「採用したい」または「採用を検討したい」とご回答された方に質問します。現時点で

採用可能と思われる人数は何人ですか（あてはまるもの 1 つにマークをしてください）。 

※問 9 で「採用したい」「採用を検討したい」と回答した 180 件を対象とする 

 番号 選択項目 回答数 構成比 

 1 1 人 15 8.3% 

 2 2 人 19 10.6% 

 3 3 人 6 3.3% 

 4 4 人 1 0.6% 

 5 5〜9 人 6 3.3% 

 6 10 人以上 3 1.7% 

 7 人数は未確定 130 72.2% 

  無回答 0 0.0% 

 合計 180 100.0% 

 

 

問 11  問 9 で「採用しない」と回答した方にお伺いします。どのようなことでも構いませんので、回答 

の理由をお書きください。 

 ※固有名詞については●●の形で伏せている 

 ※参考のため、問 2 で尋ねた回答企業・機関の業種を記載した 

業種 記述内容 

製造業 必要とする専門分野の業務経験者の採用を基本としており、新卒採用はしていない。 

卸売・小

売業、飲

食店 

当社は高卒～●●以下の学歴の人が多く、また小売なので生徒自身の希望に合わないと思う（よ

ほど車が好きとかでない限り）。 

建設業 

新卒で採用するには優秀な人材すぎて、教育体制が十分に確保できず、能力を持て余してしまう

可能性がある。年月が経ち、会社の経営に関する問題解決のリーダーとして中途採用となる可能

性はあるかもしれない。 
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問 12 一橋大学大学院ソーシャル・データサイエンス研究科（仮称）を修了した学生を採用したい

と思いますか（あてはまるもの 1 つにマークをしてください）。 
 番号 選択項目 回答数 構成比 

 1 採用したい 74 40.4% 

 2 採用を検討したい 103 56.3% 

 3 採用しない 6 3.3% 

  無回答 0 0.0% 

 合計 183 100.0% 

 

問 13 問 12 で「採用したい」または「採用を検討したい」とご回答された方に質問します。現時点で

採用可能と思われる人数は何人ですか（あてはまるもの 1 つにマークをしてください）。 

※問 12 で「採用したい」「採用を検討したい」と回答した 177 件を対象とする 
 番号 選択項目 回答数 構成比 

 1 1 人 20 11.3% 

 2 2 人 11 6.2% 

 3 3 人 3 1.7% 

 4 4 人 1 0.6% 

 5 5〜9 人 6 3.4% 

 6 10 人以上 2 1.1% 

 7 人数は未確定 134 75.7% 

  無回答 0 0.0% 

 合計 177 100.0% 

 

問 14  問 12 で「採用しない」と回答した方にお伺いします。どのようなことでも構いませんので、回

答の理由をお書きください。 

※固有名詞については●●の形で伏せている 

      ※参考のため、問 2 で尋ねた回答企業・機関の業種を記載した 

業種 記述内容 

製造業 

文系（または文系に近い学問）の場合、学部卒で勤務いただいても職場内にて通用するため。 

製造業の当社では、工場の生産効率向上の為に各種データを活用してプロジェクト等で検証を進

めており、情報学や統計学の知識を有する人材の確保は必要であるが、情報システム部門では、

外部業者に委託して共同で取り組む業務も多く、現時点ではそこまでの専門知識を必要としてい

ないため。 

必要とする専門分野の業務経験者の採用を基本としており、新卒採用はしていない。 

卸売・小

売業、飲

食店 

当社は高卒～●●以下の学歴の人が多く、また小売なので生徒自身の希望に合わないと思う（よ

ほど車が好きとかでない限り）。 

運輸・ 

通信業 
院卒採用を行っていない為（処遇規定がございません）。 

建設業 

新卒で採用するには優秀な人材すぎて、教育体制が十分に確保できず、能力を持て余してしまう

可能性がある。年月が経ち、会社の経営に関する問題解決のリーダーとして、中途採用となる可

能性はあるかもしれない。 
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問 15  設置構想中の一橋大学ソーシャル・データサイエンス学部ソーシャル・データサイエンス学 

科（仮称）／大学院ソーシャル・データサイエンス研究科ソーシャル・データサイエンス専攻 

（仮称）について、期待する点やご要望などがありましたら、ご自由にお書きください。 

※参考のため、問 2 で尋ねた回答企業・機関の業種を記載した 

業種 記述内容 

製造業 

社会科学の横断的な知識が中途半端なものとならないようにしていただきたい。データサイエンス

の知識は、必ず今後の企業で必要となると確信しているが、幹部層をはじめ、多くの人間が理解し

ているとは言い難い。大学側からも、新設学部で学べる知識が、企業のどういったところで活かせ

るかをアピールしていただけると幸いです。上記と被るが、学部・修士で学ぶ者について、その学

業成果や企業、政府機関とのプロジェクト成果を広報いただきたい。企業との連携について、興味

関心があることから、実施、連携先企業募集の際は情報提供いただきたい。 

専門家のニーズが今後高まってくる分野だと考えます。 

現在、学生が社会で求められるニーズを学内で学ぶことができるきっかけ作りを行う学部であって

ほしいと考えております。 

当社は電気系メーカーにつき、比率的には電気・電子・情報：文系＝3：2 程度の採用人数となりま

す。ただ、文系職といえど、DX に対する知識や業務の DX 化など、文理の幅は小さくしていかねば

と考えています。現時点で貴学がどの程度のデータサイエンスのスキルを持った人材育成を目標

とされているのかは分かりかねますが、大変期待しております。 

弊社では、社内研修の一つとして、データサイエンス研修を行っております。統計学や分析に対す

るアプロ－チの基礎がある上で、社会に出ることは、強みになると思います。在学中に、基礎固め

をしていただくことを期待します。 

データサイエンスが民間企業でどのように活かされるのかの情報発信など。 

今まではデータを扱うのは理系、情報系のイメージだったため社会科学の視点で扱える学生は重

宝されると思います。 

データ、数字にただ強いだけではなく、データと向き合って自分で良し悪しを検証したり、科学的根

拠を用いて解決策や改善策を提案できる思考力の養成を期待しています。 

データサイエンスに基づいて企業課題を洞察しイノベーションを起こしていける人材の育成に期待

しています。 

理論だけでなく、より実践的な知識・経験を得られる教育体系として欲しい。 

基本的なプログラミング知識を習得しておいてほしい。 

資料を拝見し、弊社の事務職、技術職の双方で活躍していただくことができる人材がいらっしゃる

のではないかなと思いました。 

知識習得はもちろんのこと、コミュニケーションスキルも学ぶ機会を設けて頂けると幸いです。 

経営やマーケティングに注力しつつも、基本的な統計学の原理原則を深く理解し、自ら活用できる

人材を多く輩出されることを期待します。AI 使えます、Python いじれますだけの学生さんはもった

いないです。 

企業を運営していくうえでデータは切り離すことができず、その重要性はより増していくかと存じま

す。貴学のお取り組みに大変期待しております。 

情報セキュリティや社内ネットワーク構築のプロが育つことを期待します。社内の製造が IT 化さ

れ、物流や工程などまだまだ定量化されていない面もございますので、統計的データや部門間ネッ

トワークを形成できるような人材が育つことを期待します。 
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製造業 

ビッグデータを AI などの技術を用いデータ解析し、課題の発見とソリューションを導き出せる人材

の育成に期待する。 

データサイエンスについては今後も必要とされる能力と思いますので、そういった知識を身に付け

られる学部は非常に魅力的であると感じます。また、資料を拝見する限り文理融合の学部とお見

受けしておりますので、幅広い教養を身に付けることができる点も魅力的であると感じます。 

社会情勢に合わせた新たな取り組みに期待しています。 

データサイエンス分野の専門性の深化を期待しています。 

近年、データサイエンス分野の知見や能力は公共、民間を問わず、広く社会に求められていると認

識しています。一橋大学のような超一流大学が、今回のような有用な新学部、新研究科を設置す

ることに大いに期待しています。卒業後の進路の面はもちろんのこと、新学部や新研究科の共同

研究でも引く手あまたかと存じます。 

データサイエンスを様々な分野に活用できる学生の輩出を期待します。 

情報技術分野だけではなく、社会学科の分野も学習できるとのことで、幅広い知識を持った人材が

育つことを期待します。 

卸売・小

売業、飲

食店 

データ分析や数字に強い等、どの職業であっても大切だと感じます。DX 等、これから必要不可欠

になるものなので必要な知識だと思う。 

他の学問との融合は新しい価値を生み出すきっかけだと思うのでがんばってください。 

特定の事象を客観的に分析する際の手段として統計学的な処理を行ったとき、その結果の解釈に

主観を許さず、あくまでも目的となる客観的な分析を追求できる思考力が養われることを期待して

います。 

これからの社会のニーズを捉えた分野だと思います。常に最先端の学びをした学生の方が社会に

入って下さることは、とてもありがたいです。期待しております。 

情報技術の発展に伴い、膨大なデータを人工知能などを駆使して分析することで、経営課題や

様々な問題の解決方法を見出せる時代になってきていますので、在学中にそのような分野を学べ

ることで、社会人になった際、率先力になるのではないかと思い期待しております。 

日本並びに企業の競争力向上には不可欠の取組みであり、高い専門知識を有する方が社会に輩

出されることは大変喜ばしく思います。ただ、自社は高度な学問を修めた方に対する処遇・業務が

調っておらず、企業側も相応の努力が必要だと感じましたが、どのような対応がベストなのか、解

が見付からないのが正直なところです。 

運輸・ 

通信業 

弊社では、DX の推進を行っておりますのでそのような知識・経験がある学生の採用を検討してお

ります。 

多角的な視点で物事を考えることの出来る学生の育成を期待いたします。今後とも宜しくお願いい

たします。 

今後、物流業界はビジネスモデルが大きく変化していくと思われます。データや統計資料を分析

し、新たなビジネスモデルの創出の構築を考えていく上で、御大学の新学部には大きく期待したい

と思います。 

多くのデータサイエンティストを社会に送り出して頂くことを期待しています。 

当社は情報サービス業の会社ですが、これからの情報化社会において、データサイエンスの知識

は益々重要視されるものと考えます。当社では幅広い業界のシステム開発を行っており、社会科

学とデータサイエンスの知識の融合の必要性を日頃より身に染みて感じております。そうした視点

で体系的に学ばれた方が現実社会で活躍されることを大いに期待します。 
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金融・ 

保険業 

Excel や PP のスキルも高めていけるようなカリキュラムがあれば、ビジネスでも活かされると思い

ます。 

当行では、御校が計画中の学部を卒業した学生を採用し、専門的なキャリアパスを作り活躍し続

けてもらうことを期待しています。当行が必要としている知見を持った学生が多く在籍することにな

ると思いますので、とても期待しています。 

サービス

業 

当社はシステムエンジニアが 95％を占める会社なので情報系の技術を学び、PBL 演習を通して

実践的な学びにより論理的能力を磨いた学生を歓迎します。またチームでの演習を通じてマネジメ

ント力の礎を築いていただけると更に魅力的な人材になると期待しています。 

なかなか新卒採用でデータサイエンスのスキルを持った学生の採用は難しくビジネスの即戦力に

なり得るという点で期待しております。 

昨今の異常気象に伴う災害対策として、ビックデータを活用した防災減災への興味関心を醸成し

てもらえると、弊社としては嬉しいです。 

学んだ技術を生かして、集客や新しいビジネス展開に貢献してもらえること。 

公務（他

に分類さ

れないも

の） 

経済や金融市場を分析する業務等において、社会科学とデータサイエンスの両方に精通する人材

の獲得・育成が急務となる中、このような学部・専攻の新設は時宜にかなうものであり、期待は非

常に大きい。卒業・修了生の採用については、上限を設けず、積極的に検討したい。 

建設業 

情報・AI、プログラミング等の基礎知識はもちろん、その知識と課題解決の為の発想力等、コンサ

ルティングの素養は、弊社もですが、社会的なニーズも高いと思われます。 

社会科学とデータサイエンスの知識をつけた学生、現代社会の課題を解決できる学生を期待（採

用）したいです。 

その他 

データを、単なる数字の集計と捉えるのではなく、そこから見える課題や解決の糸口を意識しなが

ら読み解くこと。また、そこから導き出されたエビデンスをしっかり社会に伝えていく、そして行動を

変えていくところまで意図して取り組んでもらえる人財を、ぜひ育成していただきたいと願っており

ます。よろしくお願いいたします。 

データ分析をし、結果を出すだけではなくて、出した結果に対してどう動くかを考えられる学生さん

になるのならば、期待が大きいです。 

時代の流れにあった知識を学ぶことができ、今から卒業生が楽しみです。データは読み解くだけで

なく、どう活かすかまでが大切なので、活用の仕方まで考えることができるようになると素晴らしい

と思います。 

私どもでは 2020 年にデータサイエンス研究室を新設し、企業から派遣された研修生向けにデータ

サイエンスのコースも開講し、データサイエンスの研究や指導ができる人材が今後必要となりま

す。一橋大学様には平素より大変お世話になっており関係も深いことから、新学部・新研究科との

交流や採用などにとても期待しております。 
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３ 集計結果のポイント 
※「構成比(％)」はいずれも、少数第二位を四捨五入。よって、合計は必ずしも 100.0％と一致しない。 

 

● 本学がある東京都を所在地とする企業・機関が 56.8％ 

  

問 1の所在地についての質問では、183件の回答を得た。回答は多い順に「東京都」が 104

件（56.8%）、「大阪府」が 18 件（9.8%）、「愛知県」が 12件（6.6%）、「京都府」が 7件（3.8%）、

「神奈川県」が 6件（3.3%）、「兵庫県」が 5件（2.7%）、「埼玉県」が 4件（2.2%）、「石川県、

福井県、広島県」が 3件（1.6%）、「北海道、群馬県、千葉県、長野県、山口県、福岡県、佐

賀県」が 2件（1.1%）、「秋田県、新潟県、和歌山県、徳島県」が 1件（0.5%）となった。 

 
 

 

 

  

東京都(104)56.8%

大阪府(18)9.8%

愛知県(12)6.6%

京都府(7)3.8%

神奈川県

(6)3.3%

兵庫県(5)2.7%

埼玉県(4)2.2%

石川県(3)1.6%

福井県(3)1.6%

広島県(3)1.6%

北海道(2)1.1%

群馬県(2)1.1%

千葉県(2)1.1%

長野県(2)1.1%

山口県(2)1.1%

福岡県(2)1.1% 佐賀県(2)1.1%

秋田県(1)0.5%

新潟県(1)0.5%

和歌山県(1)0.5%

徳島県(1)0.5%

グラフ 主な所在地域（「問1」結果より）
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● 業種は「製造業」が 45．4％、「卸売・小売業、飲食店」が 18．0％ 

 

 問 2の業種についての質問では、183件の回答を得た。回答は多い順に「製造業」が 83件

（45.4%）、「卸売・小売業、飲食店」が 33件（18.0%）、「サービス業」が 16件（8.7%）、「運

輸・通信業」・「金融・保険業」が 14件（7.7%）、「その他」が 13件（7.1%）、「公務（他に分

類されないもの）」が 5件（2.7%）、「建設業」が 3件（1.6%）、「電気・ガス・熱供給・水道

業」・「不動産業」が 1件（0.5%）となった。 

 
 

● 従業員数の規模「1,000 名以上 5,000 名未満」の企業・機関が 36．6％ 

 

 問 3の従業員数（正規正社員）についての質問では、183件の回答を得た。回答は多い順

に「1,000 名以上 5,000 名未満」が 67 件（36.6%）、「500 名以上 1,000 名未満」が 42 件

（23.0%）、「100 名以上 500 名未満」が 40 件（21.9%）、「5,000 名以上」が 28 件（15.3%）、

「50名以上 100 名未満」が 5件（2.7%）、「50名未満」が 1件（0.5%）となった。 

 

  

製造業(83)45.4%

卸売・小売業、飲食店(33)18.0%

サービス業(16)8.7%

運輸・通信業(14)7.7%

金融・保険業(14)7.7%

その他(13)7.1%

公務（他に分類されないもの）

(5)2.7%

建設業(3)1.6%
電気・ガス・熱供給・水道業

(1)0.5% 不動産業(1)0.5%

農業,林業,漁業,鉱業0.0%
グラフ 業種（「問2」結果より）

50名未満(1)0.5% 50名以上100名未満

(5)2.7%

100名以上500名未満

(40)21.9%

500名以上1,000名未満

(42)23.0%

1,000名以上5,000名未満

(67)36.6%

5,000名以上

(28)15.3%

グラフ 従業員数（「問3」結果より）
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● 「採用の決裁権はないが、選考にかかわっている」方からの回答が 84．2％ 

 

 問 4の回答者の人事採用への関与度についての質問では、180件の回答を得た。回答は多

い順に「採用の決裁権はないが、選考にかかわっている」が 154件(84.2%)、「採用の決裁権

があり、選考にかかわっている」が 20件(10.9%)、「採用時には直接かかわらず、情報や意

見を収集、提供する立場にある」が 6件(3.3%)からの回答となった。 

 

 

● 過去 3 年間の正規社員採用数「50 名以上」が 36．1％ 

 

 問 5 の過去３年間の平均的な正規社員の採用数についての質問では、183 件の回答を得

た。回答は多い順に「50名以上」が 66件(36.1%)、「20〜49名」が 58件(31.7%)、「10〜14

名」が 27 件(14.8%)、「5〜9 名」が 14 件(7.7%)、「15〜19 名」が 13 件(7.1%)、「1〜4 名」

が 5件(2.7%)、「過去 3年間に正規社員は採用しなかった」が 0件となった。 

 

  

採用の決裁権があり、選考に

かかわっている(20)10.9%

採用の決裁権はないが、選考

にかかわっている(154)84.2%

採用時には直接かかわらず、

情報や意見を収集、提供する

立場にある(6)3.3%

無回答(3)1.6%

グラフ 回答者の人事採用への関与度（「問4」結果より）

1〜4名(5)2.7%

5〜9名(14)7.7%

10〜14名(27)14.8%

15〜19名(13)7.1%

20〜49名(58)31.7%

50名以上(66)36.1%

過去3年間に正規社員は採用しなかった

(0)0.0%

グラフ 正規社員の平均採用数（「問5」結果より）
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● 新型コロナの影響がなかった場合の正規社員採用数は「20〜49 名」が 34．4％ 

 

 問 6 の新型コロナウイルス感染症の影響がなかった場合の、平均的な正規社員の採用数

についての質問では、183件の回答を得た。回答は多い順に「20〜49名」が 63件(34.4%)、

「50 名以上」が 62 件(33.9%)、「10〜14 名」が 18 件(9.8%)、「15〜19 名」が 16 件(8.7%)、

「5〜9名」が 14 件(7.7%)、「1〜4名」が 5件(2.7%)、「わからない」が 5件となった。 

 

 

● 人材採用に際しては「学部・学問系統にはこだわらない」が最多 

 

 問 7の積極的に採用したいと考える「学問系統」の質問（複数回答）では、回答の多い順

に「学部や学問系統にはこだわらない」が 92 件(50.3%)、「工学」が 88 件(48.1%)、「情報

学」が 74件(40.4%)、「経済・経営・商学」が 66件(36.1%)、「理学」が 59件(32.2%)、「法・

政治学」が 48件(26.2%)、「社会・国際学」が 41件(22.4%)、「文・人文学」が 26件(14.2%)、

「農・水産学」が 25 件(13.7%)、「総合・環境・人間学」が 18件(9.8%)、「教育学（教員養

成・総合科学）」が 16件(8.7%)、「医・歯・薬・看護・保健学」が 10件(5.5%)、「生活科学」・

「芸術・スポーツ科学」が 8件(4.4%)、「その他」が 2件の回答となった。 

 
  

1〜4名(5)2.7%

5〜9名(14)7.7%

10〜14名(18)9.8%

15〜19名(16)8.7%

20〜49名(63)34.4%

50名以上(62)33.9%

わからない(5)2.7%

グラフ 新型コロナウイルス感染症の影響がなかった場合

正規社員の平均採用数（「問6」結果より）

92件,50.3%
88件,48.1%

74件,40.4%
66件,36.1%

59件,32.2%
48件,26.2%

41件,22.4%
26件,14.2%
25件,13.7%

18件,9.8%
16件,8.7%

10件,5.5%
8件,4.4%
8件,4.4%

2件,1.1%
0件

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

学部や学問系統にはこだわらない
工学

情報学
経済・経営・商学

理学
法・政治学

社会・国際学
文・人文学
農・水産学

総合・環境・人間学
教育学（教員養成・総合科学）

医・歯・薬・看護・保健学
生活科学

芸術・スポーツ科学
その他
無回答
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● 学部・研究科の 6 つの特色、それぞれに魅力を感じる結果 

 

 問 8の特に魅力的だと感じる特色についての質問（複数回答）では、回答の多い順に「統

計学や情報学・人工知能などに基づいたデータサイエンスの知識を身に付けられる」が 140

件(76.5%)、「現在の社会における課題をデータ分析を利用して解決する方法を身に付けら

れる」が 135件(73.8%)、「社会科学とデータサイエンスを融合した知識を身に付けられる」

が 100件(54.6%)、「経営学、経済学、法学、社会学など既存の社会科学に横断的な知識を身

に付けられる」が 85件(46.4%)、「実際の企業や政府機関とのプロジェクトに基づいた演習

に参加できる」が 75件(41.0%)、「少人数での演習を通じて独自の問題意識に基づいた卒業

論文・修士論文を執筆する」が 35件(19.1%)、「なし」が 2件(1.11％)の回答となった。 

 

  

140件,76.5%

135件,73.8%

100件,54.6%

85件,46.4%

35件,19.1%

2件,1.1%

0件

0 20 40 60 80 100 120 140 160

統計学や情報学・人工知能などに基づいた

データサイエンスの知識を身に付けられる

現在の社会における課題をデータ分析を

利用して解決する方法を身に付けられる

社会科学とデータサイエンスを融合した

知識を身に付けられる

経営学、経済学、法学、社会学など既存の

社会科学に横断的な知識を身に付けられる

実際の企業や政府機関との

プロジェクトに基づいた演習に参加できる

少人数での演習を通じて独自の問題意識に

基づいた卒業論文・修士論文を執筆する

なし

無回答

75件,41.0%
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● 学部卒業生に対し、ほとんどの企業・機関が採用の意欲を示す 

 

 問 9の一橋大学「ソーシャル・データサイエンス学部ソーシャル・データサイエンス学科

（仮称）」の卒業生の採用意向についての質問では、回答を得た 183 件のうち、「採用した

い」が 85件(46.4%) 、「採用を検討したい」が 95件(51.9%)と、約 98%が採用の意欲を示し

た。また、「採用しない」が 3件(1.6%)であった。 

 

 

 

● 学部卒業生の採用可能人数の総和は 265 人 

 

 問 10では、問 9で「ソーシャル・データサイエンス学部ソーシャル・データサイエンス

学科（仮称）」卒業生について「採用したい」、「採用を検討したい」と回答した 180件に採

用可能人数を質問した。結果、「1 人」が 15 件(8.3%)、「2 人」が 19 件(10.6%)、「3 人」が

6 件(3.3%)、「4 人」が 1 件(0.6%)、「5～9 人」が 6 件(3.3%)、「10 人以上」が 3 件(1.7%)、

「人数は未確定」が 130件(72.2%)であった。 

 採用可能人数は合計 265 人（「5～9 人」は 5 人、「10 人以上」は 10 人、「人数は未確定」

は 1人として集計）となり、一橋大学が構想中のソーシャル・データサイエンス学部ソーシ

ャル・データサイエンス学科（仮称）が予定する入学定員 60人を大きく上回る結果を得ら

れた。 

 

  

採用したい

(85)46.4%
採用を検討したい

(95)51.9%

採用しない(3)1.6%

グラフ 学部卒業生の採用意向（「問9」結果より）

1人(15)8.3%

2人(19)10.6%

3人(6)3.3%

4人(1)0.6%

5〜9人(6)3.3%

10人以上(3)1.7%

人数は未確定

(130)72.2%

グラフ 学部卒業生の採用可能人数（「問10」結果より）
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● 修士課程修了生に対しても、ほとんどの企業・機関が採用の意欲を示す 

 

 問 12の一橋大学大学院の「ソーシャル・データサイエンス研究科ソーシャル・データサ

イエンス専攻（仮称）」の修士課程修了生の採用意向についての質問では、回答を得た 183

件のうち、「採用したい」が 74 件(40.4%) 、「採用を検討したい」が 103 件(56.3%)と、約

97%が採用の意欲を示した。また、「採用しない」が 6件(3.3%)であった。 
 

  
 
 

● 修士課程修了生の採用可能人数の総和は 239 人 

 

 問 13では、問 12の本研究科の修了生の採用の意欲を示した「1．採用したい」、「2．採用

を検討したい」と回答した 177 件のうち、採用可能人数を問う質問では、「1 人」が 20 件

(11.3%)、「2 人」が 11 件(6.2%)、「3 人」が 3 件(1.7%)、「4 人」が 1 件(0.6%)、「5～9 人」

が 6件(3.4%)、「10人以上」が 2件(1.1%)、「人数は未確定」が 134件(75.7%)であった。 

 採用可能人数は合計 239 人（「5～9 人」は 5 人、「10 人以上」は 10 人、「人数は未確定」

は 1人として集計）となり、一橋大学大学院が構想中のソーシャル・データサイエンス研究

科ソーシャル・データサイエンス専攻（仮称）が予定する入学定員 21人を大きく上回る結

果を得られた。 

 

  

採用したい

(74)40.4%

採用を検討したい

(103)56.3%

採用しない(6)3.3%

グラフ 修士課程修了生の採用意向（「問12」結果より）

1人(20)11.3%

2人(11)6.2%

3人(3)1.7%

4人(1)0.6%

5〜9人(6)3.4%

10人以上(2)1.1%
人数は未確定

(134)75.7%

グラフ 修士課程修了生の採用可能人数（「問13」結果より）
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４－１ ソーシャル・データサイエンス学部（仮称） 

集計結果の分析 

 

一橋大学「ソーシャル・データサイエンス学部ソーシャル・データサイエンス学科（仮

称）」についての、採用の意欲（問 9）と採用可能人数（問 10）のクロス集計の結果は、

以下の通りである。 

 

※採用可能人数合計の「5～9人」は 5人、「10人以上」は 10人、「人数は未確定」は 1人として集計 

選択項目 
採用したい 採用を検討したい 

回答件数 採用可能人数 回答件数 採用可能人数 

1 人 6 6 9 9 

2 人 13 26 6 12 

3 人 5 15 1 3 

4 人 1 4 0 0 

5 人以上 10人未満 4 20 2 10 

10 人以上 3 30 0 0 

人数は未確定 53 53 77 77 

合計 85 154 95 111 

 

 

上記より、一橋大学が令和 5年 4月に設置構想する「ソーシャル・データサイエンス

学部ソーシャル・データサイエンス学科（仮称)」の卒業生を採用したいと回答した 85

事業所の、採用可能人数を乗じた合計は 154人、採用を検討したいと回答した 95事業所

の、採用可能人数を乗じた合計は 111人となった。また、180事業所が採用の意欲を示

し、採用可能人数を乗じた合計は 265人となった。 

これは、一橋大学ソーシャル・データサイエンス学部ソーシャル・データサイエン

ス学科（仮称）が予定する入学定員の 60人を非常に大きく上回る採用の意欲・人数を示

すものであり、人材需要の見通しは問題ないと判断できる。 
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４－２ ソーシャル・データサイエンス研究科（仮称） 

集計結果の分析 

 

一橋大学大学院「ソーシャル・データサイエンス研究科ソーシャル・データサイエンス

専攻（仮称）」についての、採用の意欲（問 12）と採用可能人数（問 13）のクロス集計の

結果は、以下の通りである。 

 

※採用可能人数合計の「5～9人」は 5人、「10人以上」は 10人、「人数は未確定」は 1人として集計 

選択項目 
採用したい 採用を検討したい 

回答数 採用可能人数 回答数 採用可能人数 

1 人 10 10 10 10 

2 人 6 12 5 10 

3 人 2 6 1 3 

4 人 1 4 0 0 

5 人以上 10人未満 4 20 2 10 

10 人以上 2 20 0 0 

人数は未確定 49 49 85 85 

合計 74 121 103 118 

 

上記より、一橋大学が令和 5年 4月に設置構想する「一橋大学大学院ソーシャル・デー

タサイエンス研究科ソーシャル・データサイエンス専攻（仮称)」の修了生を採用したい

と回答した 74事業所の、採用可能人数を乗じた合計は 121人、採用を検討したいと回答

した 103事業所の、採用可能人数を乗じた合計は 118人となった。また 177事業所が採用

の意欲を示し、採用可能人数を乗じた合計は 239人となった。   

これは、一橋大学大学院ソーシャル・データサイエンス研究科ソーシャル・データサイ

エンス専攻（仮称）が予定する入学定員の 21人を非常に大きく上回る採用の意欲・人数

を示すものであり、人材需要の見通しは問題ないと判断できる。
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添付資料 

 

一橋大学「ソーシャル・データサイエンス学部ソーシャル・データサイエンス学科（仮称）／ 

大学院ソーシャル・データサイエンス研究科ソーシャル・データサイエンス専攻（仮称）」 

設置構想に係る人材需要アンケート    概要／調査用紙／ウェブアンケート画面 
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